
Ⅰ. 退棟患者数 （ 2025年11月 ～2026年1月 ）
 ①回復期リハビリテーション病棟からの退棟患者数 55 名

②①のうち回復期リハビリテーションを要する患者数 46 名

②　　状　　態　　患　　者　　の　　内　　訳 患者数 割合

1

　脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシャント術
後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、多発性神経炎、多発性
硬化症、腕神経叢損傷等の発症後 若しくは手術後の状態 又は
義肢装着訓練を要する状態

12 名 26.1%

2
　大腿骨、骨盤、脊椎、股関節 若しくは膝関節の骨折又は２肢
以上の多発骨折の発症後 又は手術後の状態

28 名 60.9%

3
　外科手術 又は肺炎等の治療時の安静により廃用症候群を有し
ており、手術後 又は発症後の状態

3 名 6.5%

4
　大腿骨、骨盤、脊椎、股関節又は膝関節の神経、筋又は靭帯
損傷後の状態

1 名 2.2%

5 　股関節又は膝関節の置換術後の状態 2 名 4.3%

6
急性心筋梗塞、狭心症発作その他急性発症した心大血管疾患
又は手術後の状態

0 名 0.0%

Ⅱ. 実績指数

➂実績指数の計算対象とした患者数 42 名

1047 点

⑤対象とした患者の入棟から退棟までの日数を
回復期リハビリ病棟入院料の算定日数上限で除した総和 22.48 

実績指数（ ④／⑤ ） 46.6 点
全国平均 （2024年）46.6 点

　　　　　　医療法人アガペ会　北中城若松病院　
　　　回復期リハビリテーション病棟情報

④対象とした患者の運動項目のFIM利得総数

実績指数とは？？リハビリテーションを提供したことによる機能改善を示す数値です。日常

生活の自立程度を示す尺度（FIM）の改善率を疾患別に在院日数で補正した指標です。

医療法人アガペ会 



　　北中城若松病院　回復期リハビリテーション病棟実績 （ 2025年11月 ～2026年1月 ）

▶対象人数 46 名 ▶総退院者数 55 名

＊対象者とは自宅・在宅（施設）、老健、転棟された方。急性増悪にて退院された方は除いています。

＊実績指数とは対象者が異なるため数字に一部差異があります。

▶年齢 平均年齢 79.8 歳 ▶入院期間 平均在院日数 61.8 日
全国平均 66 日

▶疾患別傾向～FIMでみるリハビリテーションの効果：入院時と退院時の差（FIM利得）～

入院時 退院時 利得 年齢(歳) 入院時FIM 退院時FIM FIM利得

●脳血管 74.9 59.5 89.6 30.1 73.8 59.1 83.6 24.5

●運動器 82.5 70.0 95.7 25.7 80.2 70.4 96.6 26.2

●廃用 82 51.3 68.7 17.3 81.5 55.3 74.8 19.5

全体/平均 79.8 60.3 84.7 24.4 78.5 61.6 85.0 23.4 

▶退院先

 北中城若松病院　回復期リハビリテーション病棟　

平均値（FIM点数） 当病棟 2024年度2月発表　全国平均

●脳血管…脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシャント術後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、多発性神経炎、
多発性硬化症、腕神経叢損傷等の発症後 若しくは手術後の状態 又は 義肢装着訓練を要する状態
●運動器…大腿骨、骨盤、脊椎、股関節 若しくは膝関節の骨折又は２肢以上の多発骨折の発症後 又は手術後の状態
●運動器…大腿骨、骨盤、脊椎、股関節 若しくは膝関節の骨折又は２肢以上の多発骨折の発症後 又は手術後の状態
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FIMとは?？機能的自立度評価法(Functional Independence Measure)...日常

で必要な機能、運動(移動やトイレなど)13項目と認知(記憶や理

解など)5項目を各7段階で点数化(126点満点)し、「している」状

況を記録する方法です。介護負担度の評価が可能で、日常生活評

価法の中でも最も信頼性と妥当性があるとされています。

当病棟在宅復帰

率：78.3％
※全国平均：

78.4%(2024年度） 2025年11～2026年１月（３ヶ月間）の当病棟の在宅（自宅・有料

ホーム等）復帰率は78.3％(全国78.4％）全国平均と比較して同様

の値でした。

在院日数（入院期間）が61.8日（全国66日）全国平均よりも短い結

果となりました。この要因として退院前に自宅訪問を行い、スムー

ズに自宅へ退院出来た事と排泄動作（トイレ動作）や移乗・歩行動

作に対し、積極的に取り組んだ事が考えられます。

日常生活の改善度を示す、FIM利得が24.4点（全国23.4点）と

全国と同数の結果となりました。入院生活の中で患者様お一人お

一人の自立を目指したケアを病棟全体で取り組んだ結果と考えて

います。今後とも退院前の自宅訪問、ご家族様指導等々の積極的

な介入を看護・介護・リハチーム一丸となって進めてい来ます。

当院の傾向
全国平均に比べると特徴として

①自宅復帰率が全国同様値　78.3　％　（全国78..4％）

②在院日数（入院期間）が短い　61.8日（全国66日）

③FIM利得（日常生活動作の改善度）24.4点（全国23.4点） 


